
は
じ
め
に

中
世
の
京
都
は
、
政
治
・
文
化
・
経
済
等
の
中
核
都
市
で
あ
る
と
同
時
に
、

た
び
た
び
戦
乱
の
舞
台
と
な
る
都
市
で
も
あ
っ
た
。
平
安
末
期
の
保
元
の
乱
と

平
治
の
乱
、
鎌
倉
末
期
の
元
弘
の
乱
（
六
波
羅
攻
略
戦
）、
室
町
期
の
応
仁
・
文

明
の
乱
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
京
都
が
主
戦
場
と
な
っ
て
い
る
。
約
六
十
年
間
に

わ
た
っ
て
全
国
的
な
内
乱
が
展
開
し
た
南
北
朝
期
に
お
い
て
も
、
建
武
三
年

（
一
三
三
六
）
正
月
に
、
鎌
倉
か
ら
上
洛
し
た
足
利
尊
氏
軍
と
後
醍
醐
天
皇
方
と

の
間
で
起
こ
っ
た
合
戦
以
来
、
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
十
二
月
合
戦
に
至
る

ま
で
の
二
十
六
年
間
で
、
南
北
両
朝
の
抗
争
や
幕
府
の
内
訌
に
よ
っ
て
七
度
に

及
ぶ
京
都
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
南
北
朝
期

の
京
都
合
戦
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
戦
わ
れ
た
の
か
に
注
目
し
て
み
た
い
。
と

い
う
の
も
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
京
都
合
戦
の
戦
場
分
布
は
、
当
該
期
の

合
戦
形
態
、
さ
ら
に
は
京
都
の
都
市
空
間
を
窺
う
上
で
も
有
効
な
手
が
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

近
年
、
軍
忠
状
や
合
戦
手
負
注
文
の
網
羅
的
収
集
に
基
づ
き
、
合
戦
に
よ
る

戦
死
・
戦
傷
情
報
を
分
析
し
て
南
北
朝
期
に
お
け
る
合
戦
の
具
体
的
様
相
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、
被
害
の
傾
向
や
時
期
的

変
遷
、
更
に
は
い
か
な
る
武
器
が
主
力
で
あ
っ
た
か
な
ど
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ

る
（
１
）。

一
方
で
、
軍
忠
状
を
は
じ
め
と
す
る
軍
事
関
係
文
書
に
は
、
多
く
の
地
名
情

報
が
記
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
南
北
朝
期
の
合
戦
が
ど
の
よ
う
な
場
所
で
戦
わ
れ

た
の
か
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
南
北
朝
期
に
は
未
だ
歩
兵
単
独
で
は
騎
兵
に
対
抗
で
き
ず
、
地
形
や
防
御

施
設
を
利
用
し
つ
つ
、
自
軍
の
歩
兵
を
騎
兵
と
の
連
携
で
い
か
に
有
効
活
用
す

る
か
、
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
の
指
摘

（
２
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

場
所
で
戦
う
か
は
合
戦
の
勝
敗
を
左
右
す
る
重
要
な
要
素
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、

あ
る
一
つ
の
地
域
に
焦
点
を
絞
り
、
戦
場
の
分
布
を
示
す
作
業
も
、
今
後
の
研

究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
京
都
は
三

方
を
山
に
囲
ま
れ
、
東
西
に
は
鴨
川
・
桂
川
が
流
れ
て
お
り
、
か
つ
中
央
部
に

は
人
家
の
密
集
し
た
市
街
地
を
有
す
る
な
ど
、
様
々
な
地
形
的
条
件
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
上
、
後
述
す
る
よ
う
に
京
都
合
戦
に
関
す
る
軍
事
関
係
文
書
に
は
、

地
点
と
し
て
表
示
可
能
な
レ
ベ
ル
で
地
名
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
分

析
対
象
と
し
て
最
適
の
素
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
京
都
合
戦
に
関
す
る
軍
事
関
係
文
書
は
、
単
に
合
戦
の
様
相
を
知
り

得
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
該
期
の
京
都
の
姿
を
窺
う
史
料
と
し
て
読
み
直
す
こ

と
が
で
き
る
。
京
都
合
戦
に
触
れ
た
軍
事
関
係
文
書
は
、
京
都
の
地
名
情
報
を
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多
く
含
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
世
京
都
研
究
で
は
こ
う
し
た
情
報
が

十
分
に
活
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
３
）

。
京
都
と
い
う
中
世
最
大
の

都
市
が
、
戦
乱
と
は
無
縁
で
は
あ
り
得
な
い
中
で
再
生
と
発
展
を
繰
り
返
し
て

き
た
以
上
、
京
都
合
戦
に
関
す
る
地
名
情
報
の
分
析
は
、
南
北
朝
期
の
京
都
を

「
合
戦
」
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す
る
手
が
か
り
に
も
な
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
軍
事
関
係
文
書
お
よ
び
古
記
録
・
軍
記
物
語
か
ら
京

都
合
戦
に
関
す
る
地
名
情
報
を
抽
出
し
て
戦
場
分
布
を
地
図
上
に
示
し
、
い
か

な
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
当
該
期
の
京
都
の
姿
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
て
み
た
い
。
な
お
、
本
文
中
で
用
い
る
元
号
は
、
史
料
名
・
史

料
表
記
を
除
き
、
す
べ
て
改
元
年
号
を
用
い
る
。

一
　
軍
事
関
係
文
書
に
記
さ
れ
た
京
都
の
情
報

各
地
で
恒
常
的
な
戦
乱
が
継
続
し
た
南
北
朝
期
に
は
、
大
量
の
軍
事
関
係
文

書
が
作
成
さ
れ
た
。
軍
事
関
係
文
書
に
は
、
兵
力
の
動
員
を
目
的
に
発
給
さ
れ

る
軍
勢
催
促
状
、
催
促
を
受
け
た
武
士
が
戦
場
に
到
着
し
た
事
実
を
証
明
す
る

た
め
に
指
揮
官
に
提
出
し
、
確
認
の
証
判
を
受
け
て
返
却
さ
れ
る
着
到
状
、
合

戦
終
了
後
に
自
ら
の
戦
功
を
記
し
、
着
到
状
同
様
に
指
揮
官
の
証
判
を
得
て
返

却
さ
れ
る
軍
忠
状
、
戦
功
を
挙
げ
た
武
士
を
賞
し
て
発
給
さ
れ
る
感
状
な
ど
が

あ
る

（
４
）

。
と
り
わ
け
、
軍
忠
状
は
恩
賞
請
求
に
際
し
て
最
も
重
要
な
証
拠
文
書
の
一

つ
で
あ
る
た
め
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
。
軍
忠
状
の
書
式
・
記
載
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
が
、
概
ね
基
本
情
報
と
し
て
記
さ
れ
る
の
は
、
合
戦
の
日
時
・
場

所
・
指
揮
官
・
軍
忠
内
容
や
被
害
状
況
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
南
北
朝
期
に
は
、
建
武
三
年
正
月
・
建
武

三
年
六
月
〜
八
月
・
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
正
月
・
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）

閏
二
月
〜
三
月
・
文
和
二
年
六
月
〜
七
月
・
文
和
四
年
正
月
〜
三
月
・
康
安
元

年
十
二
月
と
、
七
度
の
京
都
合
戦
が
起
こ
っ
て
い
る
。
当
然
、
こ
れ
ら
の
合
戦

に
参
加
し
た
武
士
の
軍
忠
状
に
は
、
合
戦
の
日
時
や
軍
忠
内
容
と
と
も
に
京
都

の
地
名
情
報
が
記
さ
れ
る
の
で
、
古
記
録
に
乏
し
い
南
北
朝
期
に
お
い
て
は
、

単
に
合
戦
に
か
か
わ
る
史
料
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
京
都
の
情
報
を
持
つ
史
料

と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
建
武
三
年
は
、
公
家
日
記
等

が
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
お
ら
ず
、
軍
事
関
係
文
書
は
当
時
の
京
都
に
関
す
る
唯

一
の
情
報
源
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

（
５
）

。
た
だ
し
、
後
掲
《
表
１
》
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
、
京
都
合
戦
に
関
す
る
軍
事
関
係
文
書
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、

建
武
三
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す
る
た
め
、
観
応
二
年
以
降
の
合
戦
に
つ
い
て
は
、

軍
事
関
係
文
書
の
み
を
も
っ
て
京
都
合
戦
の
戦
場
分
布
を
み
る
の
は
難
し
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
古
記
録
・
軍
記
物
語
の
地
名
情
報
も
同
時
に

参
照
す
る
。

で
は
、
軍
事
関
係
文
書
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
京
都
の
情
報
が
記
さ
れ
て

い
る
の
か
、
実
際
に
南
北
朝
期
の
軍
忠
状
を
例
示
し
て
お
く
。

【
史
料
１
】
建
武
三
年
五
月
七
日
周
防
親
家
軍
忠
状

（
６
）

安
芸
国
宮
庄
地
頭
周
防
次
郎
四
郎
親
家
申
。
正
月
十
三
日
属
二

御
手
一

、
罷
二―

向
供
御
瀬
一

。
同
十
六
日
打
二―

破
粟
田
口
一

、
於
二

法
勝
寺
西
門
一

致
二

合
戦
忠

節
一

畢
。
其
夜
固
二

中
御
門
河
原
口
一

。
同
十
七
日
警
二―

固
西
坂
本
一

畢
。
同

十
九
日
罷
二―

向
八
幡
山
一

、
固
二

井
野
谷
口
一

、
抽
二

軍
忠
一

候
了
。
此
等
次
第
、

御
検
見
上
者
、
為
二

後
証
一

可
レ

賜
二

御
判
一

候
。
以
二

此
旨
一

可
レ

有
二

御
披

露
一

候
。
恐
惶
謹
言
。

建
武
三
年
五
月
七
日
　
　
　
　
　
藤
原
親
家
状
（
裏
花
押
）

進
上
　
御
奉
行
所

「
承
（
証
判
）候
了
（
花
押

（
武
田
信
武
））」

【
史
料
１
】
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
正
月
、
足
利
尊
氏
と
比
叡
山
に
逃

れ
た
後
醍
醐
天
皇
と
の
間
で
起
こ
っ
た
合
戦
に
、
足
利
方
と
し
て
参
加
し
た
安

芸
国
の
周
防
親
家
が
作
成
・
提
出
し
た
軍
忠
状
で
、
証
判
は
足
利
方
の
安
芸
国

守
護
武
田
信
武
が
据
え
て
い
る
。
本
文
書
に
よ
り
、
周
防
親
家
が
、
正
月
十
三

35

軍事関係文書からみた京都

（
六
二
）



日
以
降
、
武
田
信
武
に
従
軍
し
て
近
江
国
供
御
瀬
か
ら
京
都
へ
と
進
軍
し
、
正

月
十
六
日
に
粟
田
口
を
破
る
と
白
河
方
面
に
北
上
し
て
法
勝
寺
西
門
で
戦
い
、

同
夜
に
は
中
御
門
河
原
口
を
、
十
七
日
に
は
西
坂
本
を
、
そ
し
て
十
九
日
に
は

八
幡
山
へ
赴
き
井
野
谷
口
を
警
固
し
た
と
知
ら
れ
る
。

周
防
親
家
軍
忠
状
か
ら
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
、
京
都
が
戦
場
と
な
っ

た
場
合
、
合
戦
が
起
こ
っ
た
日
付
は
当
然
な
が
ら
、「
粟
田
口
」・「
法
勝
寺
西

門
」・「
中
御
門
河
原
口
」・「
西
坂
本
」
と
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
寺
社
や
、

旧
平
安
京
域
を
東
西
南
北
に
走
る
大
路
・
小
路
の
名
称
な
ど
を
利
用
し
て
、
具

体
的
に
地
点
表
示
が
可
能
な
レ
ベ
ル
の
地
名
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
が
注

目
で
き
る
。
一
方
、
京
都
以
外
の
他
地
域
が
戦
場
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地
点

と
し
て
把
握
し
や
す
い
攻
城
戦
を
例
外
と
す
れ
ば
、
地
名
情
報
は
「
伊
豆
国
愛

沢
原

（
７
）

」
や
「
筑
前
国
下
座
郡
平
塚
原

（
８
）

」、
あ
る
い
は
「
信
州
大
井
庄

（
９
）

」
な
ど
と
記

さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
例
え
ば
大
井
荘
内
の
い
か
な
る
場
所
が
戦
場
と
な

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
地
点
表
示
す
る
に
足
る
情
報
が
現
れ
て
こ
な

い
。
地
名
情
報
に
お
け
る
こ
う
し
た
相
違
は
、
京
都
合
戦
に
触
れ
た
軍
事
関
係

文
書
が
持
つ
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
数
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
　
京
都
合
戦
の
戦
場
分
布

地
点
と
し
て
表
示
可
能
な
地
名
情
報

（
10
）

を
有
す
る
軍
事
関
係
文
書
は
現
在
ま
で

に
八
十
六
通
を
確
認
で
き
、
地
名
情
報
は
延
べ
二
百
六
件
、
地
点
数
は
七
十
三

箇
所
を
抽
出
で
き
た

（
11
）

。
こ
れ
ら
を
合
戦
の
起
こ
っ
た
日
付
順
に
整
理
し
直
し
た
の

が
《
表
１
》「
軍
事
関
係
文
書
の
京
都
合
戦
関
係
地
名
」
で
あ
る
。
同
様
に
、
洞

院
公
賢
の
日
記
『
園
太
暦
』
な
ど
の
古
記
録
類

（
12
）

か
ら
は
地
名
情
報
延
べ
七
十
件
、

地
点
数
三
十
箇
所
を
、
軍
記
物
語

（
13
）

か
ら
は
地
名
情
報
延
べ
百
九
十
件
、
地
点
数

六
十
七
箇
所
を
得
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
地
名
情
報
を
出
典
と
と
も

に
掲
出
す
べ
き
だ
が
、
膨
大
な
分
量
と
な
る
た
め
、
軍
事
関
係
文
書
の
ほ
か
は

掲
出
を
割
愛
し
た
。

地
図
作
成
の
前
段
階
と
し
て
、
軍
事
関
係
文
書
・
古
記
録
・
軍
記
物
語
か
ら

得
た
地
名
情
報
の
総
数
四
百
六
十
六
件
を
、
①
合
戦
の
日
時
、
②
場
所

（
14
）

、
③
内
容
、

④
文
書
名
（
古
記
録
の
場
合
は
当
該
日
条
、
軍
記
物
語
は
章
段
名
）、
⑤
出
典
と

い
う
五
項
目
に
整
理
し
た
。
③
内
容
は
、
史
料
上
明
ら
か
に
合
戦
が
起
き
た
と

判
断
さ
れ
る
場
合
を
「
合
戦
」、
布
陣
し
た
記
載
や
あ
る
地
点
に
軍
勢
が
控
え
た

と
い
う
場
合
、
ま
た
は
武
士
が
到
着
し
た
場
合
を
「
布
陣
」、【
史
料
１
】
中
御

門
河
原
口
の
よ
う
に
、
武
士
が
警
固
し
た
と
記
さ
れ
る
場
合
を
「
警
固
」、
合
戦

に
伴
う
放
火
や
、
古
記
録
・
軍
記
物
語
に
記
さ
れ
た
京
都
の
被
害
等
を
「
戦
火
」

と
し
、
あ
る
地
点
を
通
過
・
移
動
し
た
と
い
う
記
事
、
情
報
量
の
少
な
さ
か
ら

「
合
戦
」・「
布
陣
」
等
に
分
類
で
き
な
い
例
を
「
そ
の
他
」
と
し
た
。
以
上
を
エ

ク
セ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
入
力
し
た
後
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
社
の
Ａ
ｒ
ｃ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い

て
作
成
し
た
地
図
が
《
図
１
》
か
ら
《
図
４
》
で
あ
る

（
15
）

。

ま
ず
、《
図
１
》
か
ら
《
図
３
》
で
は
、
軍
事
関
係
文
書
・
古
記
録
・
軍
記
物

語
に
記
載
さ
れ
た
地
名
情
報
を
そ
れ
ぞ
れ
内
容
別
に
表
示
し
た
。

《
図
１
》「
軍
事
関
係
文
書
の
地
名
」
に
つ
い
て
は
、
軍
忠
状
が
主
な
素
材
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、《
図
２
》・《
図
３
》
と
比
べ
て
、「
合
戦
」
が
大
量
か
つ

広
範
囲
に
分
布
し
、
特
に
鴨
川
沿
い
と
大
宮
大
路
沿
い
に
連
続
的
に
分
布
し
て

い
る
。《
図
２
》「
古
記
録
の
地
名
」
は
、《
図
１
》
同
様
、
鴨
川
沿
い
や
西
坂

本
・
神
楽
岡
・
七
条
大
宮
に
「
合
戦
」
が
分
布
す
る
が
、
全
体
と
し
て
は
東
山

地
域
（
将
軍
塚
・
双
林
寺
・
長
楽
寺
・
鷲
尾
）
を
中
心
に
「
布
陣
」
が
目
立
つ
。

ま
た
、
朱
雀
大
路
以
西
の
旧
右
京
域
の
情
報
は
ま
っ
た
く
得
ら
れ
な
い
。《
図
３
》

「
軍
記
物
語
の
地
名
」
は
、「
合
戦
」・「
布
陣
」
と
も
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
分
布

も
《
図
１
》
と
類
似
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
軍
記
物
語
に
は
軍
勢
の
進
軍
経

路
が
記
さ
れ
る
場
合
も
多
く
、
桂
川
流
域
や
北
野
・
蓮
台
野
な
ど
、《
図
１
》・

《
図
２
》
で
は
現
れ
な
い
地
名
が
記
載
さ
れ
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。《
図
１
》
か

ら
《
図
３
》
ま
で
を
比
較
す
る
と
、
記
載
さ
れ
る
地
名
情
報
の
範
囲
や
内
容
に
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若
干
の
異
同
が
あ
る
が
、
重
な
る
地
点
が
多
く
、
分
布
も
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示

す
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
。

次
に
、《
図
４
》「
合
戦
の
頻
度
」
と
し
て
、
軍
事
関
係
文
書
・
古
記
録
・
軍

記
物
語
か
ら
合
戦
が
発
生
し
た
地
点
の
み
を
抽
出
し
、
そ
の
地
名
の
登
場
頻
度

を
示
し
た
。
登
場
頻
度
に
つ
い
て
、《
表
１
》
を
例
に
説
明
す
る
と
、
建
武
三
年

正
月
十
六
日
に
は
西
坂
本
で
の
「
合
戦
」
が
二
件
、
翌
十
七
日
に
は
一
件
、
同

二
十
七
日
に
は
二
件
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
西
坂
本
で
は
正
月
十
六
日

と
十
七
日
と
二
十
七
日
、
三
回
の
合
戦
が
あ
っ
た
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
同
日

付
で
重
複
す
る
地
名
は
す
べ
て
一
回
と
計
算
し
て
い
る
。
同
じ
日
に
、
同
じ
場

所
で
複
数
回
の
合
戦
が
起
こ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
多
少
の
問
題
を

残
す
が
、
大
ま
か
な
傾
向
は
十
分
窺
え
る
だ
ろ
う
。

《
図
４
》
で
示
し
た
地
点
数
は
八
十
三
箇
所
、
合
戦
の
合
計
数
は
百
七
十
回
と

な
っ
た
。
南
北
朝
期
の
京
都
合
戦
は
、
西
坂
本
が
十
五
回
と
最
も
多
く
、
神
楽

岡
（
八
回
）、
糺
河
原
（
六
回
）、
粟
田
口
・
法
勝
寺
・
三
条
河
原
・
五
条
河

原
・
東
寺
・
竹
田
河
原
（
五
回
）、
内
野
・
二
条
河
原
（
四
回
）
が
こ
れ
に
続

く
。以

上
、《
図
１
》
か
ら
《
図
４
》
ま
で
を
概
観
し
た
が
、
四
葉
の
図
か
ら
読
み

取
ら
れ
る
点
を
整
理
す
る
と
次
の
四
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

①
「
合
戦
」
は
、
西
坂
本
・
神
楽
岡
・
粟
田
口
・
法
勝
寺
・
東
寺
・
鴨
川
沿

い
・
大
宮
大
路
沿
い
・
七
条
大
路
沿
い
に
頻
発
す
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、

地
形
と
の
関
係
で
は
、
標
高
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
「
合
戦
」
が
少
な
く
な

る
の
に
対
し
、「
布
陣
」
は
長
楽
寺
・
将
軍
塚
な
ど
東
山
地
域
や
、
修
学
院
、

阿
弥
陀
峰
な
ど
山
地
で
も
み
ら
れ
る
。

②
東
は
糺
河
原
か
ら
七
条
河
原
、
西
は
内
野
・
二
条
以
南
の
大
宮
大
路
と
猪
熊

小
路
、
南
は
七
条
大
路
に
囲
ま
れ
た
旧
平
安
京
左
京
域
で
は
、
楊
梅
東
洞
院

（
16
）

、

六
条
東
洞
院

（
17
）

、
六
条
烏
丸
、
中
御
門
烏
丸

（
18
）

を
除
き
、「
合
戦
」
と
し
て
明
記

さ
れ
る
地
名
情
報
が
な
い
。
関
連
し
て
、
旧
平
安
京
左
京
域
東
端
の
中
御
門

河
原
口
・
二
条
京
極
・
九
条
河
原
口
で
は
、
武
士
が
当
該
場
所
を
警
固
し
た

事
例
が
み
え
る
。

③
旧
平
安
京
右
京
域
は
、
西
七
条
を
除
け
ば
史
料
上
に
ま
っ
た
く
地
名
情
報
が

記
載
さ
れ
な
い
。

④
「
戦
火
」
に
つ
い
て
は
事
例
が
少
な
い
が
、
旧
平
安
京
左
京
域
で
も
五
条
西

洞
院
西
南
頬
地
・
東
寺
・
金
蓮
院
坊
（
針
小
路
櫛
笥
）
が
戦
火
に
遭
っ
て
お

り
（
19
）

、
樋
口
河
原
口
は
軍
勢
に
よ
っ
て
在
家
に
火
を
放
た
れ
て
い
る

（
20
）

。

以
下
で
は
、
主
に
①
・
②
に
示
し
た
戦
場
の
分
布
傾
向
に
検
討
を
加
え
た
い
。

ま
ず
、
西
坂
本
は
雲
母
坂
を
経
て
比
叡
山
へ
と
至
る
道
の
途
上
、
現
在
の
一
乗

寺
・
修
学
院
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い
る

（
21
）

。
院
政
期
以
来
、
比
叡
山
の
僧
兵
に
よ
る

嗷
訴
・
入
洛
の
際
に
は
こ
こ
が
防
衛
線
と
な
っ
て
お
り
、
い
わ
ば
比
叡
山
か
ら

京
都
へ
の
入
口
に
あ
た
る
場
所
で
あ
っ
た
。
特
に
建
武
三
年
は
、
後
醍
醐
天
皇

方
が
比
叡
山
か
ら
京
都
を
攻
め
る
構
図
と
な
っ
た
の
で
、
西
坂
本
で
の
合
戦
が

多
発
し
て
い
る
。
糺
河
原
や
神
楽
岡
で
合
戦
が
多
い
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
西
坂

本
か
ら
洛
中
・
白
河
へ
の
経
路
上
に
位
置
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

神
楽
岡
は
、
近
江
国
へ
と
抜
け
る
今
道
越
（
志
賀
越
）
に
面
し
た
小
高
い
岡

で
あ
り
、
京
・
白
河
と
近
江
国
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で
あ
る
と
同
時
に
比
叡

山
に
対
し
て
白
河
を
守
備
す
る
最
前
線
に
位
置
し
て
い
た
。『
太
平
記
』
に
よ
る

と
神
楽
岡
に
は
城
郭
が
構
え
ら
れ
、
建
武
三
年
正
月
二
十
七
日
に
は
足
利
方
の

宇
都
宮
氏
と
そ
の
麾
下
の
紀
清
両
党
（
益
子
氏
・
芳
賀
氏
）
が
守
備
し
て
い
た

が
、
後
醍
醐
天
皇
方
に
攻
め
落
と
さ
れ
て
い
る

（
22
）

。

同
様
に
、
粟
田
口
も
四
宮
河
原
・
逢
坂
の
関
を
経
て
近
江
国
・
東
海
道
へ
と

続
く
京
都
の
玄
関
口
で
、
古
代
よ
り
最
も
重
要
な
幹
線
道
路
か
つ
軍
事
上
の
要

衝
で
あ
っ
た

（
23
）

。
ま
た
、《
図
２
》・《
図
３
》
に
よ
る
と
長
楽
寺
や
将
軍
塚
に
「
布

陣
」
が
集
中
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
眼
下
に
粟
田
口
を
見
下
ろ
す
と
と
も
に
、

洛
中
を
一
望
で
き
る
、
布
陣
に
最
適
の
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。

《
図
１
》・《
図
２
》・《
図
３
》
す
べ
て
で
「
布
陣
」
が
確
認
さ
れ
る
阿
弥
陀
峰
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は
、
谷
あ
い
を
「
苦
集
滅
路
」
あ
る
い
は
「
汁
谷
越
」（
現
渋
谷
越
）
と
呼
ば
れ

た
山
科
・
大
津
へ
の
道
が
走
っ
て
お
り
、
や
は
り
東
国
と
京
都
を
結
ぶ
主
要
道

で
あ
っ
た
。
元
弘
の
乱
で
は
六
波
羅
探
題
北
条
仲
時
・
時
益
が
こ
の
道
を
近
江

国
へ
と
逃
れ
て
お
り

（
24
）

、
建
武
三
年
六
月
八
日
に
は
、
足
利
尊
氏
が
苦
集
滅
路
沿
い

に
所
在
す
る
清
閑
寺
に
「
久
々
目
路
阿
弥
陀
峯
」
の
警
固
を
命
じ
て
い
る

（
25
）

。

最
後
に
、
東
寺
は
京
都
の
南
、
鳥
羽
・
淀
・
八
幡
か
ら
鳥
羽
作
道
を
経
た
入

口
に
あ
た
り
、
建
武
三
年
六
月
に
九
州
か
ら
再
上
洛
し
た
足
利
尊
氏
や
、
文
和

四
年
に
京
都
を
攻
め
た
足
利
直
冬
な
ど
、
上
洛
軍
の
本
陣
と
な
っ
て
い
る

（
26
）

。

以
上
よ
り
、
南
北
朝
期
の
京
都
合
戦
は
、
西
坂
本
・
粟
田
口
・
東
寺
な
ど
、

京
都
へ
の
入
口
を
中
心
に
、
周
辺
地
域
と
京
都
と
を
結
ぶ
主
要
経
路
上
お
よ
び

そ
の
付
近
に
布
陣
し
、
合
戦
が
行
わ
れ
る
の
が
主
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で

は
、
②
に
示
し
た
鴨
川
・
大
宮
大
路
・
七
条
大
路
に
沿
っ
て
合
戦
が
起
こ
る
反

面
、
そ
れ
ら
に
囲
ま
れ
た
地
域
は
合
戦
の
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
る
点
は
ど
の

よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
検
討
し
た

い
。

三
　
合
戦
か
ら
み
た
南
北
朝
期
の
京
都

前
章
で
指
摘
し
た
戦
場
分
布
の
偏
り
が
何
に
起
因
す
る
の
か
を
考
え
る
際
、

ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
が
、
合
戦
の
空
白
地
帯
が
室
町
前
期
の
京
都
市
街
地
域
と

さ
れ
て
い
る
領
域
と
重
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る

（
27
）

。
と
す
れ
ば
、
合
戦
分
布
の
偏
り

は
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
京
都
市
街
地
の
輪
郭
を
示
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測

さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
描
写
が
『
太
平
記
』
に
あ
る
。

【
史
料
２
】『
太
平
記
』
巻
第
十
七
「
京
都
両
度
軍
事
」（
二
巻
一
八
八
頁
。
傍

線
は
引
用
者
。）

山
門
ニ
ハ
京
中
無
勢
ト
聞
テ
、
六
月
晦
日
十
万
余
騎
ヲ
二
手
ニ
分
テ
、
今

路
・
西
坂
ヨ
リ
ゾ
寄
タ
リ
ケ
ル
。
将
軍
始
ハ
態
ト
小
勢
ヲ
河
原
ヘ
出
シ
テ
、

矢
一
筋
射
違
ヘ
テ
引
ン
ト
セ
ラ
レ
ケ
ル
間
、
千
葉
・
宇
都
宮
・
土
肥
・
得

能
・
仁
科
・
高
梨
ガ
勢
、
勝
ニ
乗
テ
京
中
ヘ
追
懸
テ
攻
入
ル
。
飽
マ
デ
敵
ヲ

近
付
テ
後
、
東
寺
ヨ
リ
用
意
ノ
兵
五
十
万
騎
ヲ
出
シ
テ
、
竪
小
路
・
横
小
路

ニ
機
変
ノ
陣
ヲ
ハ
リ
、
敵
ヲ
東
西
南
北
ヨ
リ
押
隔
テ
、
四
方
ニ
当
リ
八
方
ニ

囲
デ
余
サ
ジ
ト
闘
。
寄
手
片
時
ガ
間
ニ
五
百
余
人
被
レ

討
テ
西
坂
ヲ
差
テ
引

返
ス
。

【
史
料
３
】『
太
平
記
』
巻
第
十
七
「
京
都
両
度
軍
事
」（
二
巻
一
八
九
〜
一
九

〇
頁
。
傍
線
は
引
用
者
。）

前
ニ
ハ
京
中
ヲ
経
テ
、
遥
々
ト
東
寺
マ
デ
寄
レ
バ
コ
ソ
、
小
路
ギ
リ
ニ
前
後

左
右
ノ
敵
ヲ
防
カ
ネ
テ
其
囲
ヲ
バ
破
カ
ネ
ツ
レ
。
此
度
ハ
、
一
勢
ハ
二
条
ヲ

西
ヘ
内
野
ヘ
懸
出
テ
、
大
宮
ヲ
下
リ
ニ
押
寄
セ
、
一
勢
ハ
河
原
ヲ
下
リ
ニ
押

寄
セ
、
東
西
ヨ
リ
京
ヲ
中
ニ
挿
テ
、
焼
攻
ニ
ス
ベ
シ
ト
ゾ
被
レ

議
ケ
ル
。

（
…
中
略
…
）
去
程
ニ
明
レ
バ
十
八
日
卯
刻
ニ
、
山
門
ノ
勢
、
北
白
河
・
八

瀬
・
藪
里
・
下
松
・
修
学
院
ノ
前
ニ
押
寄
テ
東
西
二
陣
ノ
手
ヲ
分
ツ
。
新
田

ノ
一
族
五
万
余
騎
ハ
、
糺
杜
ヲ
南
ニ
見
テ
、
紫
野
ヲ
内
野
ヘ
懸
通
ル
。
二
条

師
基
　
・
千
葉
介
・
宇
都
宮
・
仁
科
・
高
梨
、
真
如
堂
ヲ
西
ヘ
打
過
テ
、
河

原
ヲ
下
リ
ニ
押
寄
ル
。

『
太
平
記
』
は
、【
史
料
２
】
を
建
武
三
年
六
月
三
十
日
合
戦
、【
史
料
３
】
を

同
年
七
月
十
八
日
（
八
日
の
誤
り
か
）
合
戦
と
し
て
描
く
が
、
建
武
三
年
七
月

以
降
八
月
末
ま
で
は
、
確
実
な
史
料
で
京
都
合
戦
は
確
認
で
き
ず
、『
太
平
記
』

が
六
月
三
十
日
合
戦
を
分
割
し
て
描
写
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
28
）

。

ま
ず
、【
史
料
２
】
で
、
京
中
の
足
利
軍
が
無
勢
で
あ
る
と
聞
い
た
比
叡
山
の

後
醍
醐
天
皇
方
が
、
大
軍
を
も
っ
て
今
路
・
西
坂
か
ら
京
都
に
攻
め
込
ん
だ
。

こ
れ
に
対
し
、
尊
氏
方
は
鴨
川
の
河
原
で
敗
北
を
装
い
、
敵
軍
を
京
中
に
引
き

入
れ
、
傍
線
部
の
如
く
南
北
・
東
西
の
小
路
を
利
用
し
て
敵
軍
を
寸
断
・
殲
滅

す
る
作
戦
で
後
醍
醐
天
皇
方
を
敗
走
さ
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、【
史
料
２
】
の

合
戦
以
前
に
、
九
州
か
ら
再
上
洛
を
果
た
し
た
尊
氏
は
、
光
厳
上
皇
を
迎
え
て
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東
寺
を
本
陣
と
し
、『
太
平
記
』
に
は
「
四
壁
ヲ
城
郭
ニ
構
ヘ
テ
、
上
皇
ヲ
警
固

シ
奉
ル
由
ニ
テ
、
将
軍
モ
左
馬
頭
モ
、
同
ク
是
ニ
籠
ラ
レ
ケ
ル
。
是
ハ
敵
山
門

ヨ
リ
遥
々
ト
寄
来
ラ
バ
、
小
路
々
々
ヲ
遮
テ
、
縦
横
ニ
合
戦
ヲ
セ
ン
ズ
ル
便
ヨ

カ
ル
ベ
シ
ト
テ
、
此
寺
ヲ
城
郭
ニ
ハ
セ
ラ
レ
ケ
ル
ナ
リ
（
傍
線
は
引
用
者
。）

（
29
）

」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、【
史
料
２
】
で
描
く
「
竪
小
路
・
横
小
路
ニ
機
変
ノ

陣
ヲ
ハ
リ
」
と
い
う
戦
い
方
の
伏
線
を
張
っ
た
記
述
と
考
え
ら
れ
る
。

続
く
【
史
料
３
】
で
は
、
再
び
京
都
攻
略
を
目
指
し
た
後
醍
醐
天
皇
方
が
、

京
中
を
通
過
し
て
東
寺
に
攻
め
込
も
う
と
し
て
敗
北
し
た
先
の
戦
い
を
踏
ま
え
、

足
利
軍
に
よ
る
「
小
路
ギ
リ
」
を
避
け
る
た
め
に
軍
勢
を
二
手
に
分
け
、
一
軍

は
二
条
大
路
を
西
に
、
内
野
か
ら
大
宮
大
路
を
南
下
し
て
東
寺
を
攻
撃
し
、
も

う
一
軍
は
鴨
川
沿
い
を
下
り
、
東
西
か
ら
尊
氏
の
本
陣
で
あ
る
東
寺
を
攻
め
る

計
画
を
立
て
た
。
た
だ
し
、
中
略
部
分
以
後
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
計
画
を
変
え

て
、
新
田
義
貞
軍
は
糺
杜
（
糺
の
森
）
の
北
を
通
過
し
て
紫
野
か
ら
内
野
に
抜

け
、
大
宮
大
路
を
下
る
進
軍
経
路
を
採
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

大
宮
大
路
と
鴨
川
沿
い
を
南
下
し
、
東
寺
を
挟
撃
し
よ
う
と
し
た
点
は
変
わ
り

は
な
い
。《
表
１
》
に
示
し
た
通
り
、
六
月
三
十
日
に
は
大
宮
大
路
に
沿
っ
て
二

条
・
三
条
・
五
条
、
鴨
川
に
沿
っ
て
糺
河
原
・
吉
田
河
原
・
近
衛
河
原
・
六
条

河
原
で
戦
わ
れ
て
お
り
、【
史
料
３
】
が
描
写
す
る
二
つ
の
軍
勢
の
進
軍
経
路
と

重
な
る
の
で
、『
太
平
記
』
が
語
る
後
醍
醐
天
皇
方
の
進
軍
経
路
は
、
あ
る
程
度

事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。

二
つ
の
描
写
で
重
要
な
の
は
、「
京
中
」
に
お
け
る
「
小
路
ギ
リ
」
と
い
う
戦

い
方
で
あ
る
。【
史
料
２
】
傍
線
部
の
通
り
、「
小
路
ギ
リ
」
は
平
安
京
の
東
西

南
北
を
走
る
小
路
か
ら
軍
勢
を
繰
り
出
し
、
敵
軍
の
隊
列
を
寸
断
し
て
各
個
撃

破
す
る
戦
い
方
で
あ
っ
た
。
人
家
が
密
集
し
て
い
て
敵
軍
の
行
動
を
把
握
し
に

く
い
上
、
東
西
南
北
に
小
路
が
入
り
組
ん
だ
「
京
中
」
で
は
、
騎
兵
は
小
回
り

が
き
か
ず
、
軍
勢
の
隊
列
が
延
び
き
っ
て
し
ま
う
た
め
に
大
規
模
な
合
戦
が
行

い
に
く
い
場
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
年
、
幕
府
の
政
争
で
失
脚
す
る
仁

木
義
長
が
、
京
都
の
自
邸
で
対
立
す
る
畠
山
国
清
・
細
川
清
氏
ら
を
迎
え
撃
つ

た
め
に
、「
我
身
ハ
勝
リ
タ
ル
兵
相
具
シ
テ
、
宿
所
ノ
四
方
四
五
町
ノ
程
ノ
在
家

ヲ
焼
払
ヒ
、
馬
ノ
懸
場
ヲ
広
ク
成
シ
テ
、
未
惟
幕
ノ
中
ニ
並
居
タ
リ

（
30
）

」
と
準
備
し

て
い
る
様
は
、
人
家
密
集
地
帯
た
る
「
京
中
」
で
は
、
騎
馬
の
走
行
が
不
便
で

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
同
じ
く
、
建
武
三
年
正
月
合
戦
で
洞
院
実
世
軍
が
行

っ
た
樋
口
河
原
口
の
在
家
へ
の
放
火
を
は
じ
め

（
31
）

、
行
軍
中
の
放
火

（
32
）

や
文
和
四
年
の

京
都
合
戦
に
お
け
る
「
京
中
ヲ
バ
敵
横
合
ニ
懸
ル
時
、
見
透
ス
様
ニ
ナ
セ
ト
テ
、

東
山
ヨ
リ
寄
テ
日
々
夜
夜
ニ
焼
払
フ

（
33
）

」
と
い
う
記
載
も
、
見
通
し
の
悪
さ
の
改
善
、

騎
馬
で
の
行
軍
・
合
戦
を
前
提
と
し
た
行
動
と
考
え
ら
れ
る
。

右
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
京
中
」
で
の
戦
い
で
一
度
敗
北
を
喫
し
た
後
醍
醐
天
皇

方
が
、
再
度
京
都
攻
略
を
目
指
す
際
に
「
京
中
」
を
通
過
せ
ず
、
糺
の
森
の
北

→

紫
野→

内
野→

大
宮
大
路
と
移
動
す
る
軍
勢
と
、
鴨
川
沿
い
を
下
っ
て
東
か

ら
東
寺
を
攻
め
る
軍
勢
と
に
分
か
れ
て
進
軍
す
る
作
戦
を
立
て
た
点
が
注
目
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
し
た
進
軍
経
路
を
採
っ
た
以
上
、
二
つ
の

進
軍
経
路
は
「
京
中
」
よ
り
も
軍
勢
の
通
行
に
適
し
た
、
や
や
開
け
た
場
所
で

あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
解
釈
に
基
づ
け
ば
、
鴨
川
・
大
宮

大
路
・
七
条
大
路
に
沿
っ
て
合
戦
が
起
こ
る
一
方
、
そ
れ
よ
り
内
側
で
は
合
戦

の
記
事
が
み
ら
れ
な
い
の
は
、
鴨
川
は
も
と
よ
り

（
34
）

、
大
宮
大
路
が
「
京
中
」
＝
市

街
地
と
そ
う
で
な
い
地
域
と
の
境
界
線
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る

（
35
）

。
同
じ
く

道
路
に
沿
っ
て
合
戦
が
起
こ
る
七
条
大
路
も
ま
た
南
側
の
境
界
線
で
あ
り
、
さ

ら
に
、「
小
路
ギ
リ
」
を
避
け
る
べ
く
進
ん
だ
糺
の
森
の
北
か
ら
紫
野
を
経
て
内

野
へ
と
至
る
経
路
も
、
あ
る
い
は
北
側
の
境
界
線
を
示
す
と
考
え
て
よ
い
の
で

は
な
い
か

（
36
）

。

南
北
朝
期
の
京
都
は
、
室
町
前
期
同
様
、
鴨
川
・
大
宮
大
路
・
七
条
大
路
・

糺
の
森
か
ら
紫
野
に
囲
ま
れ
た
領
域
に
市
街
地
を
形
成
し
て
お
り
、
市
街
地
域

は
当
時
の
軍
隊
構
成
の
主
力
で
あ
る
騎
兵
で
の
戦
い
に
不
向
き
な
た
め
、
合
戦

が
発
生
す
る
の
が
稀
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

以
上
、
京
都
合
戦
に
関
す
る
軍
事
関
係
文
書
・
古
記
録
・
軍
記
物
語
か
ら
抽

出
し
た
地
名
情
報
を
も
と
に
、
い
か
な
る
場
所
で
合
戦
が
起
こ
っ
た
の
か
を
図

示
し
た
。
そ
の
結
果
、
南
北
朝
期
に
お
い
て
は
、
京
都
と
周
辺
地
域
と
を
結
ぶ

主
要
経
路
上
や
そ
の
付
近
と
、
鴨
川
・
大
宮
大
路
・
七
条
大
路
に
沿
っ
て
合
戦

が
頻
発
す
る
一
方
、
鴨
川
・
大
宮
大
路
・
七
条
大
路
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
は
、

合
戦
が
起
こ
っ
た
と
い
う
明
確
な
記
載
が
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
点
を
示
し

た
。
か
か
る
戦
場
分
布
の
偏
り
に
つ
い
て
、『
太
平
記
』
の
描
写
か
ら
、
合
戦
の

空
白
地
帯
は
人
家
の
密
集
す
る
市
街
地
で
あ
っ
た
と
考
え
、
鴨
川
・
大
宮
大

路
・
七
条
大
路
・
糺
の
森
の
北
か
ら
紫
野
、
と
い
う
四
辺
に
囲
ま
れ
た
領
域
が

南
北
朝
期
に
お
け
る
京
都
市
街
地
の
輪
郭
を
示
す
と
指
摘
し
た
。

南
北
朝
期
の
京
都
合
戦
に
つ
い
て
は
、
従
来
漠
然
と
京
都
市
街
地
で
合
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
き
た

（
37
）

。
も
ち
ろ
ん
、『
梅
松
論
』
に
、
軍

勢
が
「
京
・
白
河
ニ
充
満
セ
リ

（
38
）

」
と
表
現
さ
れ
、『
太
平
記
』
に
も
「
小
路
ギ
リ
」

の
戦
い
方
が
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、
京
都
市
街
地
で
ま
っ
た
く
合
戦
が
起
こ

ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、《
図
１
》・《
図
２
》・《
図
３
》
に

「
戦
火
」
と
し
て
示
し
た
如
く
、
軍
勢
が
合
戦
に
事
寄
せ
て
放
火
や
狼
藉
を
働
い

た
た
め
に
京
都
市
街
地
が
受
け
た
被
害
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た

（
39
）

。
し
か
し
な
が

ら
、
武
士
に
と
っ
て
恩
賞
請
求
の
た
め
の
証
拠
文
書
で
あ
り
、
恩
賞
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
自
身
の
軍
功
は
大
小
余
す
と
こ
ろ
な
く
書
い
た
で
あ
ろ
う
軍
忠
状

に
、
京
都
市
街
地
で
の
合
戦
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
軍
功
と
し
て
記
す
べ

き
合
戦
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
南
北
朝
期
の
京
都
合
戦
で
は
、

市
街
戦
が
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

れ
は
、
著
名
な
『
真
如
堂
縁
起
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
足
軽
の
活
躍
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
大
規
模
な
市
街
戦
が
展
開
し
、
上
京
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
応

仁
・
文
明
の
乱
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
南
北
朝
期
の
特
徴
と
い
え
る
。

で
は
、
同
じ
く
京
都
を
舞
台
と
し
た
二
つ
の
戦
乱
に
み
ら
れ
る
戦
場
分
布
の

相
違
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る

だ
け
の
準
備
は
な
い
が
、
近
藤
好
和
氏
の
指
摘
は
極
め
て
興
味
深
い
示
唆
を
与

え
て
く
れ
て
い
る
。
近
藤
氏
は
、『
太
平
記
』
に
お
け
る
戦
闘
描
写
の
特
徴
が
馬

上
で
の
打
物
使
用
で
あ
る
の
に
対
し
、『
明
徳
記
』
で
は
、
下
馬
で
の
打
物
使
用

が
顕
著
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
室
町
期
以
降
、
戦
闘
の
総
体
的
な
徒
歩
化

が
進
む
と
さ
れ
た

（
40
）

。
南
北
朝
期
に
お
け
る
最
後
の
京
都
合
戦
と
な
っ
た
康
安
元
年

十
二
月
の
南
朝
軍
入
京
に
際
し
て
、
幕
府
か
ら
南
朝
へ
寝
返
っ
た
細
川
清
氏
は
、

「
洛
中
ノ
合
戦
ニ
成
候
ハ
バ
、
大
和
・
河
内
・
和
泉
・
紀
伊
国
ノ
官
軍
ハ
、
皆
跣

立
ニ
成
テ
一
面
ニ
楯
ヲ
ツ
キ
シ
ト
ミ
、
楯
ノ
陰
ニ
鑓
長
刀
ノ
打
物
ノ
衆
ヲ
五
六

百
人
ヅ
ヽ
調
エ
テ
、
敵
カ
ヽ
ラ
バ
馬
ノ
草
脇
・
太
腹
ツ
イ
テ
ハ
跳
落
サ
セ

く
、

一
足
モ
前
ヘ
ハ
進
ト
モ
一
歩
モ
後
ヘ
引
ク
気
色
ナ
ク
ハ
、
敵
重
テ
懸
入
ル
者
候

ベ
カ
ラ
ズ

（
41
）

」
と
、
下
馬
で
の
打
物
戦
を
提
案
し
て
い
る
。【
史
料
３
】
に
み
ら
れ

る
よ
う
な
市
街
地
を
避
け
て
行
軍
・
合
戦
す
る
方
法
か
ら
の
変
化
が
読
み
取
ら

れ
る
と
と
も
に
、
市
街
地
で
は
徒
歩
で
の
戦
闘
が
有
利
だ
っ
た
こ
と
を
端
的
に

示
す
描
写
と
い
え
よ
う
。
室
町
期
に
進
展
す
る
戦
闘
の
徒
歩
化
が
、
応
仁
・
文

明
の
乱
の
よ
う
な
大
規
模
な
市
街
戦
を
可
能
に
し
た
一
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

﹇
付
記
﹈

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
日
本
文
化
デ
ジ

タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
拠
点
」（
立
命
館
大
学
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
セ
ミ
ナ
ー
に
て
報
告
し
た
内
容
を
も
と
に
作
成
し
た
。
成

稿
に
あ
た
り
、
終
始
懇
切
な
御
指
導
を
賜
っ
た
杉
橋
隆
夫
先
生
を
は
じ
め
、
報

告
の
際
に
貴
重
な
御
意
見
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
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た
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
利
用
お
よ
び
作
図
に
際
し
て
は
、
立
命
館
大
学
衣
笠
総
合
研
究

機
構
特
別
研
究
員
の
飯
塚
隆
藤
氏
よ
り
多
大
な
御
教
示
と
御
協
力
を
得
た
。
記

し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

（
１
）

釈
迦
堂
光
浩
「
南
北
朝
期
合
戦
に
お
け
る
戦
傷
―
史
料
に
見
え
る
「
手
負
」
を
通

し
て
―
」（『
中
世
内
乱
史
研
究
』
一
三
号
、
一
九
九
二
年
）、
ト
ー
マ
ス
・
コ
ン
ラ

ン
「
南
北
朝
期
合
戦
の
一
考
察
―
戦
死
傷
か
ら
み
た
特
質
―
」（
大
山
喬
平
教
授
退

官
記
念
会
編
『
日
本
社
会
の
史
的
構
造
』、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
七
年
）、
境
伸

太
郎
「
南
北
朝
期
の
九
州
に
お
け
る
合
戦
の
様
相
」（『
七
隈
史
学
』
七
号
、
二
〇

〇
六
年
）。
な
お
、
軍
事
関
係
文
書
を
直
接
の
考
察
対
象
と
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
軍
記
物
語
な
ど
の
戦
闘
描
写
を
も
と
に
、
武
器
・
武
具
の
使
用
や
行
粧
の
面

か
ら
中
世
の
合
戦
形
態
を
考
察
さ
れ
た
近
藤
好
和
氏
や
、
絵
画
資
料
を
素
材
に
甲

冑
の
形
態
か
ら
合
戦
形
態
を
分
析
さ
れ
た
藤
本
正
行
氏
の
成
果
も
極
め
て
重
要
で

あ
る
（
近
藤
好
和
『
弓
矢
と
刀
剣
―
中
世
合
戦
の
実
像
―
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
七
年
〉、
同
『
中
世
的
武
具
の
成
立
と
武
士
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
〉、

同
『
騎
兵
と
歩
兵
の
中
世
史
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
五
年
〉、
藤
本
正
行
『
鎧

を
ま
と
う
人
び
と
―
合
戦
・
甲
冑
・
絵
画
の
手
び
き
―
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

〇
年
〉）。

（
２
）

今
井
正
之
助
「
合
戦
の
機
構
―
『
源
平
盛
衰
記
』
と
『
太
平
記
』
と
の
間
―
」（
山

下
宏
明
編
『
軍
記
物
語
の
生
成
と
表
現
』、
和
泉
書
院
、
一
九
九
五
年
）
三
九
〜
四

二
頁
、
前
掲
註
（
１
）
ト
ー
マ
ス
・
コ
ン
ラ
ン
「
南
北
朝
期
合
戦
の
一
考
察
―
戦

死
傷
か
ら
み
た
特
質
―
」
四
二
一
頁
、
高
橋
典
幸
「
太
平
記
に
み
る
内
乱
期
の
合

戦
」（
市
沢
哲
編
『
太
平
記
を
読
む
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
一
〇
〇
〜

一
〇
三
頁
。

（
３
）

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
地
図
に
み
る
京
都
の
歴
史
』

（
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）
所
収
の
「
二
、
京
都
―
京
童
と
軍
記

の
世
界
」
の
解
説
を
み
て
も
、
軍
事
関
係
文
書
を
利
用
し
た
形
跡
は
な
い
。
な
お
、

本
図
は
林
屋
辰
三
郎
責
任
編
集
『
京
都
の
歴
史
』
第
二
巻
（
学
林
書
房
、
一
九
七

一
年
）
の
別
添
地
図
と
同
図
で
あ
る
。

（
４
）

こ
の
他
に
も
、
各
国
守
護
や
大
将
が
指
揮
下
武
士
の
軍
忠
を
保
証
し
、
幕
府
に
上

申
す
べ
く
発
給
し
た
挙
状
や
、
軍
忠
に
対
す
る
恩
賞
給
付
文
書
で
あ
る
宛
行
状
・

預
状
な
ど
様
々
な
文
書
が
あ
る
。
こ
れ
ら
軍
事
関
係
文
書
の
書
式
や
機
能
に
つ
い

て
は
漆
原
徹
氏
に
よ
る
整
理
が
あ
る
（
漆
原
徹
「
合
戦
と
軍
忠
」〈
峰
岸
純
夫
編

『
今
日
の
古
文
書
学
』
第
三
巻
、
中
世
、
雄
山
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
〉）。

（
５
）

な
お
、『
太
平
記
』（
以
下
、
テ
キ
ス
ト
は
後
藤
丹
治
・
釜
田
喜
三
郎
・
岡
見
正
雄

校
注
『
太
平
記
』〈
日
本
古
典
文
学
大
系
三
四
〜
三
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年

〜
一
九
六
二
年
〉
を
使
用
し
、
引
用
の
際
に
は
（
）
内
に
日
本
古
典
文
学
大
系
の

巻
・
頁
数
を
示
す
）
と
『
梅
松
論
』（
以
下
、
テ
キ
ス
ト
は
京
都
大
学
文
学
部
国
語

学
国
文
学
研
究
室
編
『
京
大
本
梅
松
論
』〈
京
都
大
学
国
文
学
会
、
一
九
六
四
年
〉

を
使
用
）
を
除
け
ば
、
建
武
三
年
正
月
合
戦
に
関
す
る
記
録
は
ま
っ
た
く
な
く
、

六
月
〜
八
月
合
戦
に
つ
い
て
も
、
名
和
長
年
の
一
条
大
宮
で
の
戦
死
を
伝
え
る

『
保
暦
間
記
』・『
歯
長
寺
縁
起
』・『
伯
耆
巻
』、
八
月
二
十
四
日
に
法
性
寺
が
被
っ

た
戦
火
を
記
す
『
皇
年
代
私
記
』
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

（
６
）
「
吉
川
家
文
書
」（『
南
北
朝
遺
文
』
関
東
編
、
四
五
三
号
）。

（
７
）

建
武
四
年
八
月
日
野
本
鶴
寿
丸
軍
忠
状
（「
熊
谷
文
書
」、『
南
北
朝
遺
文
』
東
北
編
、

三
四
一
号
）。

（
８
）

建
武
三
年
六
月
日
荒
木
家
有
軍
忠
状
（「
近
藤
文
書
」、『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
編
、

六
四
三
号
）。

（
９
）

建
武
二
年
十
二
月
二
十
五
日
忽
那
重
清
軍
忠
状
（「
忽
那
文
書
」、『
南
北
朝
遺
文
』

関
東
編
、
三
六
六
号
）。

（
10
）
【
史
料
１
】
の
よ
う
に
、「
法
勝
寺
西
門
」
や
「
中
御
門
河
原
口
」
と
い
っ
た
情
報

で
あ
れ
ば
、
地
点
比
定
が
可
能
だ
が
、「
加
茂
河
原
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
が
鴨
川
流
域
の
ど
こ
を
指
す
か
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
中
に
は
、「
自
二
加
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茂
河
原
一
、
迄
二
于
七
条
河
原
一
」（
建
武
三
年
二
月
日
三
刀
屋
輔
景
軍
忠
状
写

〈「
古
証
文
」、『
南
北
朝
遺
文
』
中
国
・
四
国
編
、
二
六
四
号
〉）
の
如
く
、
単
に
鴨

川
流
域
の
河
原
で
は
な
い
、
い
ず
れ
か
の
場
所
を
指
し
た
と
思
し
い
表
記
も
み
え

る
が
、
こ
う
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
今
回
地
点
表
示
を
割
愛
し
た
。
ま
た
、「
鞍
馬

路
合
戦
」（
建
武
三
年
九
月
日
長
野
助
豊
高
軍
忠
状
写
〈「
長
野
文
書
」、『
南
北
朝

遺
文
』
九
州
編
、
七
六
四
号
〉）
な
ど
、
道
の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
も
散

見
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
地
点
と
し
て
表
示
す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
今
回

は
対
象
外
と
し
て
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
11
）

例
え
ば
、
西
坂
本
や
糺
河
原
な
ど
、
複
数
の
武
士
が
提
出
し
た
軍
忠
状
に
同
一
地

名
が
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
地
名
情
報
数
と
地
点
数
は
一
致
し
な
い
。

（
12
）
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
収
載
の
諸
記
録
を
典
拠
と
し
た
。
主
な
も
の
は
、『
園
太

暦
』・『

園
執
行
日
記
』・『
建
武
三
年
以
来
記
』・『
観
応
二
年
日
次
記
』・『
常
楽

記
』・『
神
護
寺
交
衆
任
日
次
第
』・『
鶴
岡
社
務
記
録
』・『
武
家
年
代
記
』・『
柳
原

家
記
録
』・『
東
寺
王
代
記
』・『
五
檀
法
記
』・『
歯
長
寺
縁
起
』・『
伯
耆
巻
』・『
皇

年
代
私
記
』
な
ど
で
あ
る
。

（
13
）
『
太
平
記
』、『
梅
松
論
』、『
難
太
平
記
』（『
群
書
類
従
』
第
二
十
一
輯
、
合
戦
部
、

続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
三
一
年
）
を
利
用
し
た
。

（
14
）

地
名
の
比
定
は
、
主
に
『
京
都
市
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
七
巻
、
平

凡
社
、
一
九
七
九
年
）、
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
地
図
に
み
る
京
都
の
歴
史
』

（
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）
所
収
の
「
二
、
京
都
―
京
童
と
軍
記

の
世
界
」
を
参
照
し
た
。

（
15
）

Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
作
図
の
作
業
手
順
を
略
述
し
て
お
く
。
①
京
都
（
明
治
二
十
二

年
〈
一
八
八
九
〉
測
量
、
明
治
二
十
五
年
発
行
）、
伏
見
（
明
治
三
十
年
修
正
、
明

治
三
十
年
発
行
）、
大
津
（
明
治
二
十
二
年
測
量
、
明
治
二
十
五
年
発
行
）、
醍
醐

村
（
明
治
三
十
年
修
正
、
明
治
三
十
年
発
行
）
を
そ
れ
ぞ
れ
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
、

必
要
部
分
を
切
り
出
し
た
。
②
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
地
図
に
み
る
京
都

の
歴
史
』（
京
都
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
七
六
年
）
よ
り
「
二
、
京
都
―
京
童

と
軍
記
の
世
界
」
を
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
し
、
①
と
ジ
オ
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
っ
た
。

③
旧
平
安
京
域
お
よ
び
白
河
・
一
条
北
辺
を
示
す
ポ
リ
ゴ
ン
デ
ー
タ
を
作
成
。
④

「
二
、
京
都
―
京
童
と
軍
記
の
世
界
」
を
ベ
ー
ス
に
、
鴨
川
・
桂
川
を
ポ
リ
ゴ
ン
デ

ー
タ
で
、
旧
平
安
京
外
へ
延
び
る
主
要
道
路
を
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
で
作
成
。
⑤
標
高

は
、「
数
値
地
図
５
ｍ
メ
ッ
シ
ュ
（
標
高
）
京
都
及
び
大
阪
」
の
デ
ー
タ
を
使
用
し

た
。
⑥
《
表
１
》
の
地
名
か
ら
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
次
い
で
《
表
１
》

の
エ
ク
セ
ル
デ
ー
タ
と
テ
ー
ブ
ル
結
合
を
行
っ
た
。

（
16
）
『
太
平
記
』
巻
第
十
四
「
将
軍
入
洛
事
付
親
光
討
死
事
」（
二
巻
八
四
頁
）。
楊
梅
東

洞
院
は
、
尊
氏
暗
殺
を
図
り
、
偽
っ
て
降
参
し
た
結
城
親
光
と
、
尊
氏
の
指
示
で

親
光
を
迎
え
に
行
っ
た
大
友
貞
載
と
が
戦
っ
た
場
所
と
し
て
出
て
く
る
。

（
17
）
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
三
「
京
軍
事
」（
三
巻
二
四
二
頁
）。
次
の
六
条
烏
丸
と
と

も
に
、
文
和
四
年
二
月
十
五
日
合
戦
に
お
い
て
地
名
が
出
る
。『
太
平
記
』
に
よ
れ

ば
、
尊
氏
方
の
細
川
清
氏
・
佐
々
木
黒
田
判
官
（
宗
満
ヵ
）
が
直
冬
方
の
朝
倉
正

景
を
攻
撃
す
る
た
め
に
六
条
河
原
か
ら
京
中
へ
入
り
、
朝
倉
は
こ
れ
を
迎
え
撃
っ

て
六
条
東
洞
院
を
東
へ
、
烏
丸
（
六
条
烏
丸
）
を
西
へ
と
奮
戦
し
た
と
い
う
。

（
18
）

建
武
三
年
七
月
日
岡
本
良
円
軍
忠
状
写
（「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
十
岡
本
又
太
郎
元
朝

家
蔵
文
書
」、『
南
北
朝
遺
文
』
東
北
編
、
二
四
一
号
）。

（
19
）

建
武
四
年
二
月
二
十
一
日
平
氏
女
文
書
紛
失
状
（「
吉
田
黙
所
蔵
文
書
」、『
大
日
本

史
料
』
第
六
編
之
三
、
四
二
頁
）
、
文
和
三
年
七
月
日
法
印
眞
聖
文
書
紛
失
状

（「
東
寺
百
合
文
書
」、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
十
九
、
五
九
七
〜
六
〇
〇
頁
）。

（
20
）

建
武
三
年
二
月
三
日
忽
那
重
清
軍
忠
状
（「
忽
那
文
書
」、『
南
北
朝
遺
文
』
中
国
・

四
国
編
、
二
三
八
号
）
に
、「
次
依
二
大
将
軍
仰
一
、
火
口
（
樋
口
）

河
原
口
在
家
懸
レ
火
畢
」

と
あ
る
（「
大
将
軍
」
は
洞
院
実
世
）。

（
21
）

前
掲
註
（
14
）『
京
都
市
の
地
名
』、「
西
坂
本
」
の
項
。

（
22
）
『
太
平
記
』
巻
第
十
五
「
正
月
二
十
七
日
合
戦
事
」（
二
巻
一
〇
七
〜
一
〇
九
頁
）。

（
23
）

前
掲
註
（
14
）『
京
都
市
の
地
名
』、「
粟
田
口
」
の
項
。

（
24
）

前
掲
註
（
14
）『
京
都
市
の
地
名
』、「
渋
谷
越
」
の
項
。
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（
25
）

建
武
三
年
六
月
八
日
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
案
（「
室
町
家
御
内
書
案
」、『
大
日
本

史
料
』
第
六
編
之
三
、
五
一
三
頁
）。

（
26
）
『
京
大
本
梅
松
論
』
下
で
は
、
建
武
三
年
六
月
に
再
上
洛
し
た
尊
氏
は
、
東
寺
に

城
郭
を
構
え
、
皇
居
と
し
て
警
固
し
た
と
あ
り
、
建
武
三
年
八
月
二
十
九
日
広
峰

昌
俊
軍
忠
状
案
（「
広
峰
文
書
」、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
三
、
五
二
四
頁
）
に

は
、「
於
二
東
寺
一
将
軍
家
自
二
御
座
候
一
、
最
前
□
西
（
参
ヵ
）

陣
役
所
、
昼
夜
無
二
其
怠
一

令
二
勤
仕
一
候
」
と
あ
る
。
ま
た
、
文
和
四
年
に
は
足
利
直
冬
が
東
寺
に
本
陣
を
置

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
園
太
暦
』
文
和
四
年
二
月
六
日
条
な
ど
）。

（
27
）

室
町
期
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
の
京
都
市
街
地
に
つ
い
て
は
、
酒
屋
・
土
倉
・
油

屋
な
ど
の
分
布
を
示
し
た
高
橋
康
夫
氏
に
よ
る
「
室
町
期
の
京
都
市
街
図
」
と

「
戦
国
期
の
京
都
市
街
図
」（
高
橋
康
夫
・
吉
田
伸
之
・
宮
本
雅
明
・
伊
藤
毅
編

『
図
集
日
本
都
市
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
三
年
、
八
六
頁
・
一
〇
四
頁
）、

川
嶋
將
生
氏
に
よ
る
「
商
人
の
分
布
―
室
町
時
代
初
頭
―
」（
足
利
健
亮
編
『
京
都

歴
史
ア
ト
ラ
ス
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
四
年
、
四
九
頁
）、
近
年
で
は
従
来
の

研
究
で
用
い
ら
れ
て
き
た
史
料
と
新
た
な
史
料
と
を
ま
と
め
ら
れ
た
仁
木
宏
氏
の

成
果
（
仁
木
宏
「
中
世
後
期
京
都
の
都
市
空
間
復
原
の
試
み
」〈
金
田
章
裕
編
『
平

安
京
―
京
都
、
都
市
図
と
都
市
構
造
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
〉）

な
ど
が
あ
る
。
考
古
学
的
見
地
か
ら
も
、
平
安
京
域
の
発
掘
・
試
掘
調
査
に
基
づ

く
室
町
期
の
遺
構
分
布
を
図
示
さ
れ
た
山
田
邦
和
氏
の
成
果
が
あ
り
、
高
橋
氏
が

提
示
さ
れ
た
室
町
期
の
京
都
市
街
図
と
遺
構
分
布
状
況
と
が
重
な
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
山
田
邦
和
「
中
世
都
市
京
都
の
変
容
」〈
中
世
都
市
研
究
会
編
『
都
市
を

つ
く
る
』、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
〉）。
な
お
、
高
橋
康
夫
「「
小
京
都
」

に
な
っ
た
京
都
」（
高
橋
康
夫
『
洛
中
洛
外
―
環
境
文
化
の
中
世
史
―
』、
平
凡
社
、

一
九
八
八
年
）、
同
「
室
町
期
京
都
の
空
間
構
造
と
社
会
」（『
日
本
史
研
究
』
四
三

六
号
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
も
参
照
し
た
。

（
28
）
安
井
久
善
『
太
平
記
合
戦
譚
の
研
究
』（
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）
一
六
八
〜
一

七
三
頁
。『
太
平
記
』
は
、
建
武
三
年
六
月
三
十
日
合
戦
を
、
六
月
三
十
日
・
七

月
十
八
日
（
八
日
の
誤
り
か
）・
七
月
十
三
日
の
三
日
に
分
割
し
て
構
成
し
て
い

る
。

（
29
）
『
太
平
記
』
巻
第
十
六
「
日
本
朝
敵
事
」（
二
巻
一
六
九
頁
）。

（
30
）
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
五
「
京
勢
重
南
方
発
向
事
付
仁
木
没
落
事
」（
三
巻
三
〇
九

〜
三
一
〇
頁
）。

（
31
）

前
掲
註
（
20
）
建
武
三
年
二
月
三
日
忽
那
重
清
軍
忠
状
。

（
32
）
『
太
平
記
』
巻
第
十
七
「
京
都
両
度
軍
事
」（
二
巻
一
九
〇
頁
）。

（
33
）
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
三
「
京
軍
事
」（
三
巻
二
四
〇
頁
）。
文
和
四
年
の
京
都
合
戦

で
、
足
利
直
冬
方
の
行
動
が
み
え
る
よ
う
、
東
山
に
布
陣
し
た
足
利
尊
氏
方
が
放
火

し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
園
太
暦
』
文
和
四
年
二
月
十
二
日
条
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
34
）
『
太
平
記
』
巻
第
二
十
九
「
将
軍
上
洛
事
付
阿
保
秋
山
河
原
軍
事
」（
三
巻
一
一
六

頁
）
は
、
観
応
二
年
正
月
、
京
都
奪
回
の
た
め
に
攻
め
込
ん
だ
足
利
尊
氏
を
迎
え
撃

つ
足
利
直
義
方
の
桃
井
直
常
が
、
賀
茂
河
原
に
布
陣
し
た
様
子
を
、「
敵
懸
ラ
バ
共

ニ
蒐
リ
合
フ
テ
、
広
ミ
ニ
テ
勝
負
ヲ
決
セ
ン

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ト
、
静
リ
返
テ
待
懸
タ
リ
（
傍
点
は
引

用
者
。）」
と
描
写
す
る
。

（
35
）

こ
こ
で
い
う
「
境
界
線
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
人
家
の
密
集
度
が
高
い
地
域
と
低
い

地
域
と
の
境
界
線
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
大
宮
大
路
以
西
や
七
条
大
路
以
南
な
ど
に

人
家
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
36
）

室
町
期
の
史
料
で
は
あ
る
が
、『
応
仁
広
記
』
巻
五
（
近
藤
瓶
城
編
『
改
定
史
籍
集

覧
』
第
三
冊
、
通
記
類
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
三
年
〈
復
刻
版
〉、
初
版
は
一
九
〇

〇
年
）
に
は
、「
北
ハ
西
蔵
口
ヨ
リ
下
ハ
七
条
ニ
至
リ
、
西
ハ
壬
生
ヨ
リ
東
ハ
至
二

朱
雀
一
。
其
交
ヒ
皆
悉
人
家
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
西
蔵
口
（
清
蔵
口
）
は
鞍
馬

口
の
西
、
現
在
の
上
清
蔵
口
町
・
下
清
蔵
口
町
付
近
に
比
定
さ
れ
る
。【
史
料
３
】

の
記
述
か
ら
、
新
田
軍
は
糺
の
森
の
北
か
ら
鞍
馬
口
・
清
蔵
口
を
経
て
紫
野
、
内
野

に
出
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
経
路
は
『
応
仁
広
記
』
が
記
す
人
家
密
集
地
の
北
限
と

一
致
す
る
。

（
37
）

前
掲
註
（
３
）
林
屋
辰
三
郎
責
任
編
集
『
京
都
の
歴
史
』
第
二
巻
五
〇
九
頁
・
五
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二
四
頁
な
ど
。

（
38
）
『
京
大
本
梅
松
論
』
下
、
二
九
頁
。

（
39
）

京
都
に
お
い
て
は
、
南
北
朝
期
以
降
、
堀
を
め
ぐ
ら
せ
た
邸
宅
が
現
れ
始
め
（
前
掲

註
（
27
）
山
田
邦
和
「
中
世
都
市
京
都
の
変
容
」
九
六
〜
九
八
頁
）、
木
戸
や
釘
貫

を
設
置
し
た
事
例
も
み
え
る
（『
園
太
暦
』
文
和
二
年
六
月
二
十
五
日
条
）。
な
お
、

洛
中
で
防
御
用
の
堀
が
急
増
す
る
の
は
十
五
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
で
、
応
仁
・
文
明

の
乱
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
山
本
雅
和
「
中
世
京
都
の
堀
に
つ
い
て
」

〈『
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
研
究
紀
要
』
二
号
、
一
九
九
五
年
〉）。

（
40
）

近
藤
好
和
「
中
世
後
期
の
騎
兵
と
歩
兵
」（
前
掲
註
（
１
）
近
藤
好
和
『
騎
兵
と
歩

兵
の
中
世
史
』）
一
八
九
〜
二
〇
二
頁
。

（
41
）
『
太
平
記
』
巻
第
三
十
七
「
新
将
軍
京
落
事
」（
三
巻
三
七
二
頁
）。
こ
の
時
、
足
利

義
詮
が
す
ぐ
に
京
都
を
捨
て
た
こ
と
も
あ
り
、『
太
平
記
』
は
「
洛
中
ニ
テ
合
戦
ナ

カ
リ
ケ
レ
バ
、
落
ル
勢
モ
入
勢
モ
共
ニ
狼
藉
ヲ
セ
ズ
、
京
白
川
ハ
中
々
ニ
此
間
ヨ
リ

モ
閑
ナ
リ
」（
三
巻
三
七
三
頁
）
と
す
る
。
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